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６月の古紙回収予定日【第１・第３ 火曜日】 

４日（火） ・１８日（火）   

    ◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出してください。 

    ◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

    ◎必ず紙ヒモでくくってください。  

    ※回収日以外の日には、持ち込まないでください。      

１６年以上も続いている！芳養小学校学社融合事業 

令和６年度 危険物安全週間の実施について 

 平成19年から現在まで芳養小学校で取り組んでいる「芳養ふ

れあい教室」という学社融合事業があります。これは放課後に学

校へ地域の方が出向き、参加する子どもたちが様々なことを体

験、学ぶことができる取組です。 

 この取組の趣旨としては、子どもから大人まですべての世代が

生きがいを持ち、生涯にわたって学習を続けることの大切さを学

ぶことであり、子どもたちの礼儀作法や言葉遣い等の向上にもつ

ながる取組になっています。また、地域の皆さんと子どもたちが

学び合うことで、より交流を深め、地域の子として芳養小学校の

子どもたちを見守り、育てていきたいという思いから始まった事

業です。 

 現在では、花アレンジ教室、俳句教室、かきかた（硬筆・毛

筆）教室、読み聞かせ教室、キンボール教室、将棋教室の計６教

室で活動しており、延べ149名がふれあい教室に参加してくれ

ています。子どもたちがいつも元気

に参加してくれることで、地域の方

も元気をもらって生きがいにつな

がっています。 

 この素晴らしい取組が今後も続い

ていくよう、地域の方や保護者の皆

様のご理解、ご協力をお願いいたし

ます。 

 

 芳養公民館のイベント情報やお知らせを発信

しています。 

 ぜひ友だち登録をお願いします。  
 

登録方法 ①ＩＤ検索で  

      「＠755uazod」を検索する。  

  又は ②下のQRコードを読み取る。 

芳養公民館ＬＩＮＥアカウント 

【令和６年度危険物安全週間推進標語】 

次世代へ つなごう無事故と 青い地球
ほ し

 

６月２日（日）から６月８日（土）まで危険物安

全週間です。 

事業所や個人での危険物の取扱いには十分気をつ

けましょう。 

また、ガソリンを携行缶で購入される際は、ガソ

リンスタンドで確認を行いますので、ご理解とご

協力の程よろしくお願いいたします。 

芳養ふれあい教室のサポーターを募集します！ 

 芳養ふれあい教室では、教室のサポートをしていただける方を募集して

います。現在活動している「花アレンジ、俳句、かきかた（硬筆・毛

筆）、読み聞かせ、キンボール、将棋」のどの教室でも大歓迎です！ま

た、新しい教室を開講できる方も募集しています！芳養小学校の子どもた

ちと一緒に楽しい時間を過ごしませんか？少しでも興味がある方は、以下

の公民館事務局までお問い合わせください！お待ちしています。  
 

◆お問合せ：芳養公民館（0739-22-1429） 

 ５月７日（火）から新庁舎で 

の業務を開始していますが、皆 

さんはもう新庁舎に行かれまし 

たか？「用も無いのに市役所に 

行きづらい」と思われる方もい 

らっしゃるかもしれませんが、 

新庁舎のコンセプトの１つは、 

「“人をつなぎ“交流を生むみんなの庁舎」です。 

 ３階のカフェや物販、２階～５階まで各階に設置されてい 

るコミュニティスペース、６階の展望テラス等は市民の皆さ 

んが気軽に立ち寄り使うことのできるスペースです。 

 駐車場は３か所あり、２時間無料ですので、フラッと見学 

がてらカフェでお茶でもしてみてはどうでしょうか？ 

 また、田辺市建築課の公式YouTubeチャンネルにて、工事 

途中や完成後の内部の動画が公開されています。日中お仕事等 

で新庁舎に行くのが難しい方は、そちらで内部の様子がご覧い 

ただけます。 
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田辺市役所の新庁舎が開庁しました！ 

 



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 
６ ６ 

 「自主・自律・連帯」６月号 

  ～黄梅の季節に向かって ～ 
清く 高く のびのびと ６月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

 新入生も少しずつ中学校生活に慣れ、元気に過ごしています。地域の皆様

方、保護者の皆様方におかれましては、これから蒸し暑い季節に入ります。

お体に気をつけてお過ごしください。  

◇校訓「自主・自律・連帯」を大切にして 
 

 明洋中学校の校訓と言えば「自主・自律・連帯」です。本年度もこの校訓

のもと、学校運営を進めていきます。 

「自主」…自分の意思で生活や進路を切り開く生徒 

「自律」…豊かな心を持ち、正しい判断ができる生徒 

「連帯」…自分と仲間を大切にし、協力し合う生徒 

◇令和６年度部活動 
 

 新入生が各部に入部し、令和６年度の部活動が本格始動しました。各部の

部員数は次のとおりです。  

クラブ名 １年 ２年 ３年 合 計 

野球 ２ ０ ８ １０ 

サッカー １０ １２ １ ２３ 

バスケ男子 ６ ５ ９ ２０ 

バスケ女子 ７ ７ ６ ２０ 

テニス男子 ２ ４ ５ １１ 

テニス女子 １７ ５ １１ ３３ 

剣道男子 １ ０ ０ １ 

剣道女子 ０ １ ２ ３ 

卓球男子 ３ ３ ０ ６ 

陸上男子 ４ １ １ ６ 

陸上女子 ６ ０ ２ ８ 

バレー女子 ４ ２ ３ ９ 

体操男子 ０ １ ３ ４ 

体操女子 ０ ３ ６ ９ 

柔道男子 ２ １ ０ ３ 

柔道女子 １ ０ １ ２ 

吹奏楽 １３ １１ １４ ３８ 

文化 ５ １１ １１ ２７ 

社会活動 ４ ２ ６ １２ 

◇文化部茶道教室 
 

 文化部の活動の１つである茶道教室が、４月25日

（木）に開かれました。講師木下幾庸子先生には年

間10回のご指導をいただいています。お茶の奥深さ

を学ぶ機会になっています。  

◇お礼 
 

 芳養婦人会の皆様より、ご寄付をいただきました。大切に使わせていただ

きます。ありがとうございました。  

●みんなの力で素敵な畑に！Vol.14 

 全校児童にアンケートをとって、子どもたちが今年度に畑で育てたい

作物と収穫後に開くパーティーについて決めました。とうもろこし、ト

マト、ナス、パプリカを育てて「ピザ作り」「焼きとうもろこしパー

ティー」、メロン・きゅうり「冷やしメロン・キュウリ祭り」、スイカ

は「スイカ割り大会」、さつまいもは「焼き芋パーティー」、大根は

「おでんパーティー」、イチゴは「スイーツ祭り」等、新しくチャレン

ジする作物もあり、子どもたちはやる気まんまんです。 

 今年度は、畑の畝づくりやマルチ張りも全て子どもたちががんばりま

した。昨年度に学んだ事をもとに、高学年が低学年に教えながらみんな

で汗を流し、次々に立派な畑が出来上がってきました。５月１７日に

は、タマネギの収穫した後、とうもろこしや夏野菜の苗を植え付けまし

た。理科や生活、総合的な学習用に、ヘチマやヒョウタン、ジャガイ

モ、稲と大坊小学校の畑がだんだんにぎやかになってきました。今後も

愛情込めて野菜達を育てていきたいと思います。  

【トウモロコシ種植え】   【夏野菜植え】     【バケツ稲】 

  【畝づくり】 【１年生もマルチ張り】   【タマネギの収穫】 

●楽しかったキャンプ 
 

 ５月９日（木）、10日（金）に５・６年生は秋

津川小学校、長野小学校の５・６年生とともに

キャンプへ行ってきました。天気にも恵まれ、快

晴のもと一日目は、エビとカニの水族館、トルコ

記 念 館を 見学 した 後、潮 岬青 少年 の 家にて、

フィールドサーチやカレーライス作り、キャンプ

ファイヤーをして楽しみました。二日目はフォトフレームづくりをした

後、南紀熊野ジオパークセンターを見学して帰校しました。自然の中で

の生活を楽しみ、集団行動を通して協力することの大切さを学べたよい

キャンプとなりました。  

 

元気な芳養っ子！ 

～笑顔と感動で思い出を～ 
 ５月26日（日）、天候に恵まれ、令和６年度の運動会が無事に終わり

ました。今年も多くの皆様にお越しいただき、４月から成長してきた子

どもたちの姿を見ていただくことができたことを嬉しく思います。 

 運動会のスローガン『元気な芳養っ子！～笑顔と感動で思い出を～』

は、児童会が中心となってみんなで考えました。短い練習期間でした

が、本番当日の子どもたちは、競技に、応援に、係の仕事にと大いに力

を発揮し、どの学年もスローガンのように元気でたくさんの笑顔が見ら

れる運動会となりました。最後まで子どもたちに温かい拍手やご声援を

送ってくださりありがとうございました。 

５年生 田植え体験 
 田川地区の玉置 貴啓さんにお世話いただき、境地区の池本 徹さんが管

理する田んぼで５年生が田植えをさせていただきました。 

 はじめは田んぼに入ることに戸惑いを見せながらも、すぐに泥の感触

に慣れた子どもたち。田植えの楽しさと大変さを実感し、とてもとても

新鮮な体験となったようです。秋には稲刈り体験も

させていただく予定です。このような体験活動か

ら、自然や食、地域に目を向け、感謝の気持ちを育

んでいけたらと思います。 

 ５年生の田植え体験を快く引き受けてくださった

玉置さん、池本さんはじめ、当日お世話になった皆

さん、ありがとうございました。 


